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Energy X-ray absorptiometry (DXA)法は骨密度評価法のゴールドスタンダードであり、医療施設において
検査可能である。一方放射線被爆のないQuantitative ultrasound (QUS)法は、骨粗鬆症検診に適している
























P=0.00,：左ピンチ力：r=0.34, P=0.00,年齢：r=-0.49, P=0.00．％YAM値；右握力：r=0.35、 P=0.00、左
握力：r=0.36, P=0.00、右ピンチ力：r=0.31、 P=0.00、：左ピンチ力：r=0.33、 P=0.00,年齢；r=-0.49、 
P=0.00）。各説明変数を年齢を共変量とし、骨粗鬆症の有無を目的変数としてロジスティック回帰分析を
行った結果、女性、両側握力、両側Keyピンチ力が有意な関連因子であった。ステップワイズ重回帰分析に
て踵骨内超音波伝播速度の予測因子を解析した結果、年齢（βcoefficint=-0.46、p=0.00）、左Keyピンチ
力（βcoefficint=0.17、P=0.0049）であった。 
 
【結語】年齢を共変量とし、骨粗鬆症の有無を目的変数としてロジスティック回帰分析を行った結果、両
側Keyピンチ力が有意な関連因子のひとつであった。さらにステップワイズ重回帰分析の結果、左Keyピン
チ力評価は踵骨内超音波伝播速度を予測するために有益であることが示唆された。 
 
